






1 研究目的

　尿中総 17-KS 測定法は種々の異なったものがあり、方法により小児の正常値

も異なる。尿中総 17-KS の測定は先天性副腎過形成症の診断と治療に当っては、

最も古くから行われて来たものであり、現在でも診断基準の基礎として重要な

ものである。健康小児の正常値について昭和 41 年五十嵐 1)は、ホルマリン加、

硫酸加熱水解法による神戸川法 2)により 3才～成人に至る値を発表し、以後、

正常値として引用されることが多い。しかしその後、神戸川法はキット化され

3)(オスキット、関東化学)広く発表されたが、この際、測定標準品の変更、抽

出、脱水法の改変がなされ、従来の報告値がそのまま適用し得るかについて疑

念も出された。そこて、主としてキット化による改変点につき、以下の検討を

加えた。


